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図2-8-17 徳島平野の水文モデノレ鳥倣図

5. 新居浜 ・今治平野

(1) 地質

国領川の流域に広がる新居浜平野は，新居郡の東部という意味から，東新平野とも呼ばれてい

る。 1961年に住友家が別子銅山の採掘を開始して以来発展を続け，別子銅山廃坑後の今日も，

住友系の関連産業で一色に塗りつぶされた臨海工業都市である。

新居浜平野は，四国山地から流出する国領川， 尻無川， 東川などによって，扇状地および扇状

地性の三f1J洲として形成されたもので(図 2-8-18)，図 2-8-19にもみられるように，厚い砂喋層

がこの平野の性格を特徴づけている。平m-:rには，海岸に至る中間部に，和泉層群からなる東西に

速なる山地があり，この山地により幅 2kmに狭められている。その狭間の中央に，正光寺山と

称す る岩盤の露出した小丘があ り ，こ の正光寺山の東側の国領川筋では， 砂砕眉の厚さが 50~

60m，西側でこれよりかなり薄くなっている。市街中央部で最大 80m 程度であり，中萩の扇状

地で 20m程度である。

沖積層は臨海部に分布し，図 2-8- 19 に示すように，その厚 さは 10~20 mで，粘土，シノレト

混り砂ないし粘土で特徴づけられる。
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図2-8-18 新居浜平野の水文地質図
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図2-8-19 新居浜平野の地質的r面図

今治平野は蒼社川， 頓田川流域の沖積平野である(図2-8-20)。頓田川，大明神川の流域の山麓

部に中位段丘がみられ，花偶岩の新鮮な円1擦を伴い，業褐色~淡褐色の砂賀シノレトがマ トリ ック

スを椛成している。

今治平野の基盤深度は，今治市街地で 30m程度であり，基盤岩の山地に向かうにつれて浅く

なっている。

(2) 地 下水

新居浜平野の井戸は，一般に，深度 30-40mで，水量が 2，000-4，000m
3fdである。また，国

領川沿いには伏流水を水源とする湧泉があり，湧出量 10，000m8fc1を示すものもある。新居浜平

野では，近年，臨海部に塩71<j浸入が発生し，農業用(水田の補給水源、〉の深井戸が使用不可能にな

りつつある。その現況は図 2-8-18のとおりである。

今治平野の地下水は，その大半が蒼社川によって福義され，若社川にほぼ平行して流動し，郷

橋から下流では左岸側にその主部が認められる。主要な干貯水層は砂磯層からなる第 1帯水屑であ



第8章四園地方の地下水 671 

N
T
十

説草

戸

1)サ

i俗

'rl:!:気伝導度等{，立線
(1956、文献(1)による)
危気伝辺一広告Hi直線
(1979、文献(2)による)
単位はμmho/cm

沖積層口
白 山附物

EヨJ主盤岩

。 5km 

図2-8-20 今治平野の水文地質図

る。上層には粘土層が発達していない。蒼社川の河口付近で，わずかに塩水浸入の徴候がみられ

るが， まだ深刻なものでない。その状況を図 2-8-20に示す。

新居浜平野は平野の面積が狭い(約36kmうが，地下水の利用量は愛媛県で最も大きい。 1965

年の地下水の単位面積排水量は 13，000m
3/d/km
2
，被圧地下水の単位面積排水量は 3，300m

2
/d/ 

km2で愛媛県ではかなり 大きい値を示している (2)問。

これは透水性のよい砂磯層がよく発達しているのが 1つの原因であり， さらに，新居浜平野

と水系を異にする吉野川上流の銅山川に建設されたダムから，流域変更して国領川に最大1.195

m
3
/s，最小1.5m

3/sの発電用水が放流され，年間放水孟;が 5-3，000万 m
3に達 しているため，

この地表水に よる地下水の酒養が第 2の原因であると考えられる。

このように優秀な地下水盆で、あるが，近年，海岸部に塩水浸入が発生し，被害が出始めている。

新居浜平野は愛緩県で最も地下水の需要が多く，かつ限界近くまで開発された地下水盆である

ので，その保全を行うべきであると考えられる。

今治平野では，現在のところ，塩水浸入の被害はないが，地下水の保全を検討せねばならない

時点にさ しかかっているといえよう。

c青水欣一〉
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6 松山平野

(1) 地質

松山平野は，道後平野 とも呼ばれ， 松山市，伊予市，重信町，松前町， 砥部町が含まれ る。臨

海部は工業地帯であり，内陸部は水田， 畑を主 とする農村地帯である。また，平野周辺の山麓や

山地の緩傾斜地にはみかんの栽培が盛んで，中には，伊予市のよ うに，び、わを栽培している とこ

ろもある。
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図 2-8-21松 山平 野の水文地位[図(2)


